
第２回経営発達支援計画に関する連絡会議議事録 

 

日  時  令和８年３月１９日(金 ) 午前１１時～ 

場  所  南部町商工会 本所 

出席者 山田賢司、夏堀文孝、本田篤、木村明人、清水公英 

髙坂勇樹、田村武智、川村一城、時田佳明、夏堀外志生 

 

 定刻、事務局長の司会により、第２回経営発達支援計画に関する連絡会議

の開会が宣せられた。開催に先立ち、山田会長から本日の出席者に対して感

謝の挨拶が述べられ、その後、同会長を座長として懇談に移った。 

 

①  令和７年度経営発達計画評価について 

事務局の蛯澤経営指導員より、資料に基づき、Ⅰの経営発達支援事業内容

６項目に係る実施事業・定量目標・実績について報告が行われた。続いて、

Ⅱの経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上の取組に関する実施

事業について報告がなされた。 

  

②  意見交換会 

【主な意見】 

・事業承継セミナーの参加者が 12名とあり、他で開催されている同様のセミナーへの出席者

数と比較すると非常に多くの関心が寄せられていることがわかる。高齢になってから事業

承継について考えるのではなく、50歳くらいから早めにセミナーに参加していただくのが

良いことから、ぜひ商工会全体で取り組んでいただきたい。 

・今年度も創業・販売促進・リフォーム補助金等活用して頂いたが、年々申請件数が減少傾

向にある。事業者の要望に応えられるよう商工会からも事業者の背中を押していただきた

い。 

・金利が上がっている中ではあるが、今回の報告の実績を受け、事業者を応援できるよう尽

力したい。 

・物価高が続き利益が取りづらい現状を踏まえ、事業者には自社の事業継続を図るために数

値が伴った事業計画が必要。次年度も力を入れて取り組んでもらいたい。 

・今年度も県・町の事業と様々こなしており、商工会が事業者のために活発に活動している

ことがわかる。現在、物価高や利率上昇が続いているが、マル経融資に係る利子補給など、

町からの援助を今後も事業者向けに継続していただきたい。また、青森県連も商談会「FOOD 

MATCH AOMORI」を来年度も継続して開催していく予定を立てているため、商工会から商工

業者に向けて積極的に発信していただきたい。 



最後に今回の審議結果及び総合評価結果を参考に、今後もステップアップ

し伴走支援に役立て頂きたい旨を説明した。本連絡会議は無事終了した。



・評価結果

 ①地域の経済動向調査に関する
こと

5.00 5 5 5 5 5 5

 ②需要動向調査に関すること 5.00 5 5 5 5 5 5

 ③経営状況の分析に関すること 4.67 5 5 5 5 3 5

 ④事業計画策定支援に関すること 4.50 4 5 5 5 3 5

 ⑤事業計画策定後の実施支援に
関すること

5.00 5 5 5 5 5 5

 ⑥新たな需要の開拓に寄与する
事業に関すること

4.17 4 5 5 5 1 5

Ⅱ.　経営発達支援事業の円滑な
実施に向けた支援能力向上への
取組

4.67 5 5 5 5 3 5

総合評価の基準　 （5点）→　実施され効果（活用）がみられたもの、若しくは期待できるもの
　　　　　　　　　    　（3点）→　実施されたが効果（活用）がみられないもの
　　　　　　　    　　　（1点）→　実施されなかった若しくは実施されたが回数等が大幅に目標を下回っているもの

E F

・創業者へのきめ細かい支援も継続されており、地域経済の活性化に繋がると期待する。
・支援内容の実績頻度が前年を上回っているので効果が見られたものとして評価する。

・展示会等への出展は販路を拡大する目的であるものの、出展することで顧客ニーズや市
場トレンドなどの情報をリアルに取得できるメリットなどを伝え出展を促進していくことも必要
である。
・一部項目は未達成となったが、IT活用販売支援等は増加傾向にあり成果が見られる。
・ITを活用した販路開拓支援のニーズが高まっているため。当該分野の支援強化策を打ち
出すことが肝要だと思う。

・評価委員会の定期開催とHPでの公表により、透明性の高い評価体制が整備されている。
・事業者の経営支援する施策が定期的に実施されている。
・経営指導員の資質向上に積極的に取り組まれている。

・経営分析のみならず、資金支援や事業承継支援にもつなげられている点を評価する。
・金融機関としても、優先的に取り組み必要がある項目と認識している。

・事業計画策定事業者数が目標を下回っていることから、目標を上回る活動が求められる。
特にセミナー受講者からいかに事業計画策定につなげていくかといった「仕組みづくり」を検
討されることも必要である。
・充実した講師陣によるセミナーが幅広く行われ、事業者意識の変革と行動促進につながっ
ていると感じる。
・参加人数に関わることなく、各種セミナーを随時開催していくことで広く周知し認知してもら
うことが大事だと思う。

令和７年度南部町商工会経営発達支援計画総合評価

Ⅰ.　経営発達支援事業の内容 評定平均

・年4回の景気動向定点観測が着実に実施されており、地域HPでの公開も行われ透明性が
高い点を評価する。

コメント

・統計を活用した個別需要動向調査は増加傾向にあり、引続き調査の充実を期待する。
・目標を意識して取り組んだ結果であると評価する。
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